
政策 豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実

施策 青少年健全育成の推進

基本事業

事務事業の目的と成果

青少年健全育成活動の充実

事業名 青少年キャンプ村事業
部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

実施計画事業認定教育部

生涯学習課

昭和43年度

－年度

非対象

対象

市内の小学校４年生から中学校３年生の児童および生徒

意図

野外生活、集団生活の楽しさ、規律のある生活態度・生活
術を学ぶとともに異年齢の交流から子どもたちの協調性、
社会性を高める。

手段

自然体験事業として日常の生活から離れ、自然豊かな環境
の中で青少年キャンプ村を開設し１泊2日の日程で、大学生
、高校生のボランティアサークルのリーダーの指導によりキャ
ンプを行う。

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位

対象
指標1

市内の小学校４年生から中学校３年生の児童および生徒数 人 7,824 7,618 7,629 7,110

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

日

グループ

人

5

118

680

5 5 5

77 128 125

428 695 800

キャンプ村開催日数

参加グループ数

青少年キャンプ村参加人数

単位コスト指標

事業費計（A） 425 462 441 915

 

正職員人件費（B) 2,094 2,090 2,075 2,082千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 2,519 2,552 2,516 2,997

費用内訳

報償費 351千円、需用費 90千円

（誰、何に対して事業を行うのか）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

（事務事業の内容、やり方、手段）

[0467]

事務事業評価表　平成22年度

19年度実績 20年度実績 21年度実績

21年度

会計区分 一般会計

22年度当初



理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

事業を取り巻く環境変化

事業開始
背景

昭和４３年開始

事業を
取り巻く

環境変化

Ｈ20年度で40年目を迎えた伝統のある事業であり、
江別市の子ども達にとって夏休みには欠かすことの
できないイベントになっている。
森林キャンプ場は、札幌近郊にある整備されたキャン
プ場として利用者が年々増えてきている。

（１）税金を使って達成する目的（対象と意図）ですか？市の役割や守備範囲にあった目的ですか？

義務的事務事業

妥当である

妥当性が低い

夏休みの自然体験事業として、子どもと保護者の関心、期待が高く、少子化の中参
加者の減少もなく健全育成事業として妥当である。

貢献度大きい

貢献度ふつう

貢献度小さい

1泊2日の宿泊を通し、青少年サークル（ボランティア）の指導のもと、体験学習や団
体生活、異年齢との交流を図り、子ども達の豊かな人間性・社会性づくりに貢献して
いる。

基礎的事務事業

（２）上位の基本事業への貢献度は大きいですか？

（３）計画どおりに成果はあがっていますか？計画どおりに成果がでている理由、でていない理由は何ですか？

あがっている

どちらかといえばあがっている

あがらない

参加児童・生徒及び保護者の満足度は高く、青少年の交流の場としての成果が大き
い。

（４）成果が向上する余地（可能性）は、ありますか？その理由は何ですか？

成果向上余地　大

成果向上余地　中

成果向上余地　小・なし

道立野幌森林公園を後背地にしたキャンプ場であるため、森林公園の特性を利用し
た自然とのふれあい、体験学習等の活動プログラムを充実させる余地がある。

（５）現状の成果を落とさずにコスト（予算＋所要時間）を削減する新たな方法はありませんか？（受益者負担含む）

ある

ない

関係団体等への補助や委託などで職員人件費等は十分に圧縮されており、ボラン
ティア団体への報償費および賄材料費の削減はこれ以上困難であるため、削減の
余地はない。

★

★

★

★

★

21年度の実績による事業課の評価（7月時点）


